
問	

国
家
公
務
員
制
度
改
革
基
本
法

案
の
成
立
に
よ
る
地
方
公
務
員
制
度

改
革
へ
の
取
り
組
み
は
。

答	

基
本
方
針
の
職
員
倫
理
の
確
立

及
び
信
賞
必
罰
の
徹
底
と
、
能
力
と

実
績
に
応
じ
た
処
遇
の
徹
底
等
が
重

要
で
あ
る
。
人
事
は
、
管
理
職
の
人

事
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
と
全
職
員
の
自
己
申

告
等
で
行
っ
て
い
る
。
人
事
評
価
制

度
は
、
三
年
間
意
識
づ
け
の
研
修
を

重
ね
た
。
今
後
は
、
試
行
、
精
査
し

制
度
の
確
立
を
進
め
る
。
職
員
給
与

審
議
会
の
設
置
、
臨
時
職
員
給
与
の

見
直
し
、
職
員
採
用
年
齢
の
引
き
上

げ
等
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
す
る
。

官
民
の
人
事
交
流
に
つ
い
て
は
勉
強

し
た
い
。

問	

新
庁
舎
建
設
の
情
報
公
開
と
説

明
責
任
は
。

答	

建
設
基
金
の
財
源
は
、
公
有
地

売
却
益
や
、
約
百
人
の
職
員
数
削
減

等
に
よ
り
経
費
を
削
減
し
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
知
恵
と
工
夫

で
確
保
す
る
。
ま
た
、
支
所
廃
止
に

よ
り
、
支
所
職
員
二
十
人
と
公
用
車

二
十
五
台
を
削
減
で
き
る
。
窓
口
業

務
は
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
の
設
置

や
利
用
時
間
を
延
長
す
る
ほ
か
、
庁

舎
窓
口
以
外
で
の
証
明
書
等
の
発
行

も
検
討
す
る
。
維
持
管
理
費
は
、
蓄

熱
シ
ス
テ
ム
の
導
入
等
節
減
対
策
を

し
、
年
間
約
五
千
五
百
万
円
に
抑
え

た
い
。
庁
舎
建
設
の
進
捗
状
況
は
、

広
報
誌
等
で
周
知
す
る
。

問	
汚
水
処
理
構
想
の
目
的
は
。

答	
汚
水
処
理
の
あ
り
方
を
計
画
的
、

効
率
的
か
つ
経
済
的
に
進
め
る
た
め

実
施
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
策
定

す
る
も
の
で
、
ど
の
汚
水
処
理
方
法

が
地
域
の
実
情
に
最
も
効
果
的
で
あ

る
か
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

問	

市
場
町
の
公
共
下
水
道
事
業
は
、

何
ら
進
展
が
な
く
、
国
・
県
の
見
直

し
事
項
に
な
る
と
思
う
が
、
い
つ
見

直
し
の
時
期
が
来
る
の
か
。

答	

平
成
二
十
一
年
に
県
の
再
評
価

委
員
会
に
か
か
る
予
定
で
、
そ
こ
で
、

継
続
に
す
る
の
か
、
廃
止
に
す
る
の

か
、
中
止
に
す
る
の
か
評
価
を
受
け

る
手
は
ず
に
な
っ
て
い
る
。

問	

汚
水
処
理
検
討
委
員
会
に
お
け

る
、
公
共
下
水
道
認
可
区
域
の
合
併

浄
化
槽
の
補
助
金
が
受
け
ら
れ
な
い

方
々
へ
の
対
応
に
つ
い
て
。

答	

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
っ
た
が
、

市
の
負
担
分
で
あ
る
補
助
金
の
三
分

の
一
が
妥
当
で
あ
ろ
う
と
い
う
結
論

に
な
っ
た
。

問	

農
業
集
落
排
水
が
供
用
さ
れ
て

い
る
地
域
の
方
、
公
共
下
水
道
認
可

区
域
以
外
の
合
併
浄
化
槽
の
補
助
金

が
受
け
ら
れ
る
方
と
、
市
場
町
の
認

可
区
域
で
事
業
が
前
進
し
て
い
な
い

の
に
補
助
金
が
受
け
ら
れ
な
い
方
と

で
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
差
が
あ
る
の

は
お
か
し
い
。
検
討
委
員
会
の
結
論

を
先
延
ば
し
し
て
、
再
度
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

答	

市
民
の
公
平
性
か
ら
考
え
る
と

や
は
り
問
題
が
あ
る
。
再
度
検
討
委

員
会
を
開
催
し
結
論
を
出
し
た
い
。

問	

学
校
訪
問
に
お
い
て
感
じ
た
こ

と
と
し
て
、
御
所
小
学
校
の
窓
ガ
ラ

ス
の
構
造
、
各
小
中
学
校
の
授
業
の

状
況
、
特
に
一
条
小
学
校
は
、
歯
と

口
の
健
康
づ
く
り
で
賞
を
も
ら
い
、

十
年
間
に
わ
た
り
継
続
し
て
い
る
こ

と
は
、
他
の
模
範
と
な
る
の
で
は
。

答	

三
段
に
な
っ
て
い
る
窓
の
真
ん

中
が
、
上
か
ら
も
下
か
ら
も
手
が
届

か
ず
開
閉
し
に
く
い
の
で
、
業
者
と

相
談
し
て
解
消
し
た
い
。
ま
た
、
歯

の
優
良
校
と
い
う
大
変
優
秀
な
賞
で

あ
り
、
十
年
間
続
け
る
こ
と
は
並
大

抵
の
こ
と
で
は
な
い
と
思
う
。

問	

特
色
あ
る
教
育
に
つ
い
て
。

答	

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
伸
ば
す
こ

と
が
大
変
重
要
で
あ
る
。
本
市
の
英

語
教
育
に
お
い
て
は
、
各
地
か
ら
注

目
を
集
め
て
い
る
。

問	

農
業
政
策
に
関
し
、
温
暖
化
対

策
と
並
行
し
た
資
源
の
開
発
、
即

ち
冬
場
の
不
耕
作
地
の
解
消
に
つ
い

て
、
水
田
の
有
効
活
用
へ
総
額
三
兆

円
の
概
算
要
求
で
〇
九
年
度
に
実
施

し
て
い
る
。
一
〇
ａ
あ
た
り
新
規
事

業
五
万
円
、
麦
・
大
豆
・
飼
料
作
物

三
万
五
千
円
等
々
の
助
成
に
つ
い
て
。

答	

水
田
を
最
大
限
活
用
す
る
こ
と
、

飼
料
用
米
、
麦
、
大
豆
等
の
支
援
を

す
る
。
国
や
県
の
方
針
に
沿
い
、
ブ

ラ
ン
ド
化
や
不
耕
作
地
の
解
消
に
努

力
す
る
。

〈
議
会
だ
よ
り
編
集
雑
感
〉

　

寒
さ
も
景
気
も
厳
し
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
金
融
経
済
と
実
態
経
済
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
多
す
ぎ
る

余
剰
金
が
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
に
使
わ
れ
実
態
経
済
を
犯
し
、
生
活
を
苦
し
め
寂
し
い
人
間
関
係
を
つ
く
り
、
心

も
体
も
傷
つ
け
る
痛
ま
し
い
事
件
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
厳
し
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
大
切
な
も
の
が
見
え
て

く
る
。
市
議
会
に
も
、人
間
関
係
を
醸
成
す
る
情
報
公
開
と
説
明
責
任
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。　
　
（
松
永
）

松
永　

渉 

議
員

（
阿
波
清
風
会
）

江
澤
信
明 

議
員

（
阿
波
清
風
会
）

平成20年第3回（9月）　阿波市議会定例会　議決結果一覧表

問	

現
在
日
本
の
食
糧
自
給
率
は
約

四
〇
％
で
あ
り
、
近
い
将
来
、
食
糧

不
足
も
予
想
さ
れ
、
今
か
ら
準
備
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
。

答	

国
も
農
業
政
策
の
瀬
戸
際
に

立
っ
て
い
る
。
貴
重
な
提
言
が
無
に

な
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

武
田　

矯 

議
員

（
志
政
ク
ラ
ブ
）

議案番号 議　　　　案　　　　名 議決結果

報告第４号 平成19年度阿波市一般会計継続費精算報告書について 承　認

報告第５号 平成19年度阿波市健全化判断比率及び資金不足比率について 承　認

議案第57号 平成19年度阿波市一般会計歳入歳出決算認定について 認　定

議案第58号 平成19年度阿波市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

議案第59号 平成19年度阿波市老人保健特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

議案第60号 平成19年度阿波市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

議案第61号
平成19年度阿波市伊沢谷簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

認　定

議案第62号
平成19年度阿波市住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認
定について

認　定

議案第63号
平成19年度阿波市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定につ
いて

認　定

議案第64号
平成１９年度阿波市特定環境保全公共下水道事業特別会計歳入歳出決
算認定について

認　定

議案第65号 平成19年度阿波市御所財産区特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

議案第66号 平成19年度阿波市水道事業会計決算認定について 認　定

議案第67号 平成20年度阿波市一般会計補正予算（第２号）について 原案可決

議案第68号 平成20年度阿波市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について 原案可決

議案第69号
地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関す
る条例の制定について

原案可決

議案第70号 阿波市市庁舎建設基金条例の制定について 原案可決

議案第71号 阿波市児童厚生施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について 原案可決

議案第72号 あさんライブミュージアム周遊バス運行管理協議会の廃止について 原案可決

議案第73号
中央広域環境施設組合の共同処理する事務の変更及び中央広域環境施
設組合規約の変更について

原案可決

諮問第２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適　任

発議第５号 阿波市議会会議規則の一部を改正する規則について 原案可決

議案第74号
動産の取得について（消防ポンプ自動車及び小型動力ポンプ付積載車
の購入）

原案可決

発議第６号 阿波市議会議員の定数を定める条例について 原案可決

発議第７号
地方の道路整備の促進と道路整備財源の確保を求める意見書の提出に
ついて

原案可決

推薦第２号 農業委員会委員の推薦について 同　意

議案第75号 教育委員会委員の任命について 同　意

常任委員会視察報告

調査先・主な調査内容

●香川県高松市
　■小中一貫教育の推進について
　「市立新設統合第一小・中学校建設事業」
　◦市内中心部の３小学校と２中学校を統合
　◦義務教育の９年間を４．３．２年制に区分
●福井県小浜市
　■食育について（校区内型地場産学校給食の
　　推進等）
　◦地域の豊かな食材に着目した「食のまちづ
　　くり」推進
　◦幼児から高齢者に至る「生涯食育」の取組
　　み

調査先・主な調査内容

●愛媛県東温市
　■東温市環のまちづくりプロジェクト
　◦ものづくり･ブランド化支援
　◦バイオマスタウン構想関連
　◦太陽光発電システムの導入
●愛媛県伊予市
　■地域特産物ブランド化プロジェクト
　◦新市における農業の活性化促進
　◦農林作物の鳥獣害防止のための対策
●愛媛県 ＪＡ周桑「周ちゃん広場」　
　◦管内の農業と産地直売の現状
　◦施設の整備と運営について

調査先・主な調査内容

●兵庫県宍粟市
　　平成17年4月１日　４町が新設合併
　　人口 44,214人　面積 658,6㎢
　■庁舎建設について
　　（平成21年２月完成予定）
　■行財政改革について
　　（集中改革プラン等）
●京都府宮津市
　■防災行政について
　◦洪水ハザードマップ、避難マニュアル
　　の作成
　◦災害時たすけあいネットワーク制度の
　　創設

　

九
月
定
例
会
に
お
い
て
議
員

発
議
で
提
案
さ
れ
た
「
阿
波
市
議

会
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て
」
が
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
条
例
は
、
現
在

二
十
二
人
の
議
員
定
数
を
二
人

削
減
し
、
二
十
人
と
す
る
も
の

で
、
今
回
改
正
さ
れ
た
条
例
は
、

平
成
二
十
二
年
三
月
に
実
施
予

定
の
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
か

ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

市
議
会
議
員
定
数

削
減
案
を
可
決

高松市役所での研修 小浜市食文化館での研修宍粟市役所での研修 東温市役所での研修

・・・ 文教厚生常任委員会 ・・・
（10月23日〜24日）

・・・ 産業建設常任委員会 ・・・
（11月４日〜５日）

・・・ 総務常任委員会 ・・・
（10月16日〜17日）


